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6 一 ウ ドゥー を 無効 に する 事柄 


⑯ ウッ メー を 無効 に する 事柄 に は 、6 つ あ り ま す : 
























































① 大 小 の 排便 や 放 選 、 精 液 や それ に 先んじ て 出る 潤滑 液 、 血 液 な ど が いずれ か の 排 港 
礁 官 か ら 排出 され る こと 。 

② 熟 上 削 や 失神 、 本 町 な ど に より 理性 を 一 時 的 に 失う こと 。 

③ 性 器 に 直接 触れ る こと 。 

④ 性 交 や 月 経 ・ 産 後 の 出血 な ど 、 グ ス ノ を 要する 状態 に 陥る こと 。 

⑤⑥ イス ラー ム の 径 教 。 

⑥⑯⑥ ラク ダ の 肉 を 食べ る こと 。 

















ジャ ー ビ ル ・ ブ ン ・ サ ムラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 あ る 男 が アッ ラー 
の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に こう 誠 ね まし た : 1 羊 の 肉 を 食べ た ら ウ 
ドウ ウー ペ き で すす が?” ( 参 言 者 き ) 言い まい しだす う し た い の な ら 。 そう 欄 よ 。 し た く 
な い の な ら 、 す る こと は な い 。'′ (する と 男 は ) 言い まし た # ラク ダ の 肉 を 食べ た ら ウ ドッ 
ー す べき で すか ?。" (預言 者 は ) 言い まし た ! ああ 、 ラ クダ の 肉 を 食べ た ら ウ ドゥ ッ ー せ よ 。"」 
(ムスリム の 伝承 う 



















































































@ 自分 が 清浄 な 状態 に ある か どう か 疑念 を 抱い た 際 、 ど うす べき か ? 














目 分 が 清浄 な 状態 に あっ た こと を 確信 し て いる も の の 、 ウ ドゥー が 無効 と な る よう な こ 
と を 犯し た か どう か に つい て 疑念 を 抱く 者 は 、 確 信 - つま りこ こ で は 清浄 な 状態 - に 則り 
ます 。 そ し て ウド ッ ー が 無効 と な る 物事 を 犯し た こと を 確信 し 、 自 分 が 清浄 な 状態 に ある 
こと に 関し て 疑念 を 抱く 者 も また 、 確 信 - つま りこ こ で は 清浄 で は な い 状 態 - に 則り 、 タ 
2 ボン の TYO まま る 



































































































































アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た あな た 方 が 腹部 に 何 か を 見 出し て 苦し く 
な り 、( 排 港口 か ら ) 何 か 出 て し まっ た の で は な いか と 疑念 を 抱い た と し て も 、 音 を 聞い た 
り 臭い を 嘆い だ り し た りす る まで は (礼拝 を 中 断 し て ) モス ク を 出 て は な ら な い 。" 」( ム ス 
リム の 伝承 う ) 









































錯 以 下 に 挙げ る よう な 場合 に は 、 ウ ドゥ ッ ー す る こと が 推奨 され て いま す : それ に よっ て 何 
も 出 な か っ た と し て も 、 女性 に 欲望 を も っ て 触れ た 時 。 幼児 の 陰部 に 触れ た 時 。 嘱 吐 し 
た 時 。 死体 を 運ん だ 時 。 体 が 清浄 な 状態 で は な く な っ た 時 。 例え 清浄 な 状態 で あっ て も 、 




































































訳者 注 : 詳し く は この 章 の 「7. グ ス ル 」 の 項 を 参照 の こと 。 
ヒー フ ・ ム スリ ム (360)。 
ヒー フ ・ ム スリ ム (362)。 

















各 礼 拝 の 前 ご と に (清浄 な 状態 で お けれ ば 言う 
こと は 義務 で す )。 
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E で も な く 、 サ ラー の 前 に ウド ゥ ー す る 





@ 立っ た 状態 、 あ る い は 月 状態 、 あ る い は 横たわっ た 状態 で 軽く 寝 入 っ て し ま 
は 、 ウ ドッ ー を 無効 に し ませ ん 。 
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@ 例え 欲望 を 持っ て いた と し て も 、 妻 に キス する こと は ウド ッ ー を 無効 に は し ませ ん 。 但 
し 性 問 か ら 何 か 出 て し まっ た 場合 は 別 で す 。 























人 @ その 肉 が 食用 と な る 生き 物 の 糞尿 、 及 び 人 間 の 精液 は 清浄 で す 。 ま た 猫 が 口 を つけ た 容 
如 な ども 清浄 で ある と 見 な され ます 。 
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⑯ 笑 獣 や 猛 旋 類 、 家 畜 用 の ロバ や ラバ な ど は 生き て いる 間 は 清浄 で も や り 、 そ の 貴 液 も 清浄 
で す 。 但 し その 義 尿 や 血 な ど は 不 光 で あめ る と 見 な され ます 。 

















人 @ 清浄 な 状態 で は な くし て サラ ー し た り 、 ク ルアー ン に 触れ た りす る こと は 禁じ られ て い 
に 








@⑯ 人 間 の 体内 か ら 排 出さ れる も の に は 2 種類 あり 
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① 清浄 な も の : 涙 、 鼻 水 、 嘩 六 、 汗 、 精 液 な ど 。 
② 不浄 な も の : 代 尿 、 排尿 後に 出る こと の ある 白く 濁っ た 液体 、 精液 に 先駆 け て 出る 潤 
滑 液 。 排 浴 妖 官 か ら 出 た 血液 な ど 。 


















































@ 排 洪 器 官 か ら 出 た 血液 は 、 ウ ドゥ ー を 無効 に し ます 。 し か し 人 鼻 や 歯 、 傷 口 な ど 他 の 身体 
器官 か ら の 出血 は 多かれ 少な か れ 、 ウ ドゥ ッ ー を 無効 に は し ませ ん 。 た だ その よう な 場合 
は 清潔 や 衛生 と いっ た 観点 か ら 、 洗浄 する こと が 望ま し いこ と と され ます 。 ま た ウド ッ ゥ 
ー を すれ ば それ は よい こと で す が 、 し な く と も 間 題 は あり ませ ん 。 






























































